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学校と地域の連携・協働による「きのこの収穫体験」 
～蔵王第一小学校～ 

11月 6日（月）、蔵王第一小学校の 6年生は総合的な学習で、きのこの収穫体験を行

いました。蔵王第一小学校の地域学校協働活動推進員が所属している、グリーンフィール
ドという里山を保存する団体と連携して実施した学習です。 
 当日、地協推進員が手配したバスで 6年生の児童は活動場所に向かいました。現地に着
くと児童はすぐに、森林インストラクターから植物や生き物について様々なことを教えて
もらいました。地域の植生や、水辺の生態系などインストラクターの知識に興味津々でし
た。 

いよいよきのこの収穫です。５年生の時に菌を打ったほだ木になめこやむきたけを見つ
けると、歓声をあげ楽しそうに収穫しました。児童が収穫してきたきのこは、グリーンフ
ィールドの方が選別し、おみやげ用に包装してくれました。 
児童が自然観察ときのこの収穫体験をしている間に、グリーンフィールドの方がきのこ

汁を作りました。児童は持ってきたおにぎりと、温かいきのこ汁で自然の恵みを存分に味

わいました。 
 午後には同窓会林に行き、からまつの植樹を体験しました。蔵王第一小学校は今年で創
立１５０周年を迎え、その節目に同窓会林の杉を伐採したそうです。樹齢５０～６０年を
超える杉を伐採したあとの林に、次の世代のためにからまつの苗を植えました。 
 
（参加した６年生より） 
・きのこが苦手な自分でもおいしく食べられた。 
・とても楽しかった。 
・思い出になった。 
・普段できないような経験だったのでとても新鮮だった。 
・菌打ちをした木からきのこが出ていてうれしかった。 

（グリーンフィールドのボランティアの方より） 
・次の世代の担い手となる子どもたちにこの地域の自然を味わってもらい、自然を大切に
思えるようになってくれたら嬉しい。 

・お金で買えないような価値を体験してもらいたい。 
・楽しかったと言われて我々も楽しかった。 
（地協推進員の方から） 
・子どもは地域の宝、学校が廃れれば地域が廃れる。子どもたちを地域みんなで大切にし
ていきたい。 
・よい思い出づくりになってくれればよい。 
・都会に出た時に「地元でしかできない素敵な体験をした」と思い出してくれれば嬉し
い。 

 
地協推進員の方の思いが活動を通して児童に伝わっていると感じた学習でした。 

Web版 



出羽小学校「ほっとるうむ」の進化 

10月 25日（水）出羽小の「ほっとるうむ Dewa」（学校

ボランティアによる、校内に子どもたちや保護者の居場所を

つくる取り組み）を取材させていただきました。前回取材し

た立ち上げ後の６月１４日（水）から、確実な進化がうかが

われました。 

7名の保護者の方々がスタッフとして行っていますが、子

ども食堂「夕焼け食堂」の方や社会福祉協議会の方も参加す

るなど、地域への広がりが見られました。また、毎週水曜日

の中間休みを基本にしていましたが、試験的に毎週火曜日の

ロング昼休みにも広げるようです。入り口には手作りの素敵な看板（写真右上）が設置さ

れました。スタッフが必ずミーティングを開き、準備した「情報共有ノート」によって、

子どもたちの記録が共有されています。さらに、そのノートには「今週の提案」として、

スタッフは校長先生へ様々なアイディアを伝えています。この日は 20名ほどの子どもた

ちが「ほっとるうむ」を訪れました。とにかく楽しく、温かく、アイディアあふれる雰囲

気を感じました。取材を終えて帰ろうとした時、ある児童が「今日はこれを作りました。」

（写真右下：しおり）と、うれしそうに見せてくれました。 

〈学校ボランティア（保護者）の方々より〉 

子どもも親もここでリフレッシュして、楽しい気分になっていきます。何気ない会話か

ら個人的な悩みを話していくこともあります。ケンカした後ここで休んでいく子、クール

ダウンしていく子など、気持ちが和らいでいきます。高学年には譲り合いの姿が見られま

す。縦割り活動との相乗効果があります。先生方もにこやかな表情でのぞいてくれます。

子どもありきの私たちです。地域・保護者の方々により知っていただき、現状を維持しつ

つ、みんなで楽しく運営していきたいと思います。 

〈校長先生より〉 

スタッフの皆さんが子どもたち一人ひとりに寄り添って活動くださっています。ほっと

るうむ Dewaができて、楽しい居場所がさらに増えました。子ども食堂や社会福祉協議会

等への連携も広がり、地域の温かい気遣いを感じることが多々あります。活動のふり返り

を「情報共有ノート」に記しており、今週の記録、次週への提案など、情報の共有やアイ

ディアがすばらしいですし、ありがたいです。 

〈児童より〉 

 みんなでぬり絵やお絵描きができて楽しいです。学年がち

がってもみんな仲間という感じになります。 


